
市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

初
め
に
。

第

一
節
　
問
題
の
所
在
―
当
経
済
と
価
値
理
念
」
問
題
と
は
何
か
。
‐―

第
二
節

市
民
社
会
派
思
想
の
特
徴

以
上
、
『法
経
研
究
』
第
四
十

一
巻
第
二
号

第
二
節
　
市
民
社
会
派
思
想
の
形
成

第
四
節
　
市
民
社
会
派
思
想
の
発
展
―

市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

―

第
五
節
　
「市
民
社
会
エ
ー
ト
ス
」
の
批
判
―
‐批
判
的
市
民
社
会
派

―

第
六
節

総
括

終
り
に
。
今
後
の
課
題

以
上
、
本
号

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）
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三
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四

四

第
二
節

市
民
社
会
派
思
想
の
形
成

本
節
と
次
節
で
は
、
以
下
、
上
述
の
市
民
社
会
派
思
想
の
一
般
的
規
定
に
至
る
ま
で
の
同
学
派
の
系
譜
を
辿
る
。

第

一
項
　
「講
座
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
思
想
　
・

市
民
社
会
派
思
想
の
母
胎
と
な
っ
た
も
の
、
そ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
『
日
本
資
本
主
義
発
達
講
座
』
（岩
波
書
店
、　
一
九
三
二
～
三
二
年
）

に
結
集
し
た
、
山
田
盛
太
郎
、
平
野
義
太
郎
、
羽
仁
五
郎
、
小
林
良
正
ら
の
初
期

「
講
座
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
で
あ
る
。　
一
九
二
四
～

一
九
二
七
年
の
労
農
派
と
の
日
本
資
本
主
義
論
争
の
中
か
ら
、
市
民
社
会
派
思
想
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

初
期

「講
座
派
」
の
理
論
的
特
徴
を
な
す
も
の
、
そ
れ
は
日
本
型
資
本
主
義
の
構
造
的
特
殊
性
の
認
識
で
あ
り
、
「
半
封
建
的
軍
事
的
資
本

主
義
」
（平
野
義
太
郎
）、
「
軍
事
的
半
農
奴
制
的
日
本
資
本
主
義
」
（山
田
盛
太
郎
）
と
い
う
類
型
論
的
把
握
に
あ
っ
た
。
日
本
型
資
本
主
義
は

「独
立
小
農
経
営
か
ら
資
本
主
義
へ
と
発
展
し
た
イ
ギ
リ
ス
型
と
封
建
的
土
地
所
有
関
係
を
清
算
せ
ず
、
妥
協
的
に
こ
れ
を
保
存
し
て
地
主
制

が
資
本
制
と
絡
み
合
っ
て
発
達
し
た
プ
ロ
シ
ア
型
」
と
の
二
大
類
型
に
お
い
て
、
プ
ロ
シ
ア
型
と
把
握
さ
れ
、
「
半
封
建
的
農
業
生
産
関
係
＝

半
封
建
的
土
地
所
有
制
と
半
隷
農
的
零
細
農
耕
の
基
底
の
上
に
産
業
資
本
＝
独
占
資
本
の
確
立
が
行
わ
れ
だ
」
が
故
に
、
イ
ギ
リ
ス
型
資
本
主

義
の
発
展
過
程
か
ら
逸
脱
し
た
、
「ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
発
展
の
ひ
ず
死
」
を
も
つ
資
本
主
義
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
労
農
派
の
段
階
論

的
鰈

謁

肛

醐

輛

魏
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劉
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的
相
互
関
連
性
の
上
に
、
科
学
的

・
体
系
的

・
弁
証
法
的
に
認
識
せ
る
こ
と
」
傘
＝
巴

と
い
う

『
日
本
資
本
主
義
発
達
講
座
』
刊
行
の
辞
の

言
葉
ほ
ど
、
こ
う
し
た
方
法
態
度
を
明
白
に
表
し
て
い
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
労
農
派
の

「経
済
主
義
」
に
対
し
て
、
日
本
に
お
け
る
社

会
構
造
の
特
殊
個
体
性
、
そ
の
非
近
代
的
、
非
西
欧
的
諸
要
素
の
残
存
と
い
う
事
実
こ
そ
が
、
こ
う
し
た
構
造
論
的
把
握
の
出
自
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
特
に
、
政
治
を
経
済
的
土
台
か
ら
相
対
的
に
自
立
し
た
も
の
と
し
て
見
る
と
い
う
、
政
治
経
済
学
と
な
っ
て
現
れ
た
。
労
農
派
か

ら
は

「政
治
主
義
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
初
期

「講
座
派
」
理
論
は
日
本
型
資
本
主
義
を
半
封
建
的
農
業
生
産
関
係
と
、
地
主
―
小
作
人
の
支

配
―
隷
従
関
係
、
並
び
に
、
こ
う
し
た
支
配
―
隷
従
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
政
治
と
の
相
互
関
連
の
上
に
把
握
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
初
期

「講
座
派
」
理
論
の
構
造
論
的
把
握
は
恐
ら
く
、
経
済
と
政
治
と
の
相
互
関
連
の
中
で
日
本
型
資
本
主
義

の
特
殊
性
を
問
う
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
経
済
と
倫
理
問
題
に
特
有
な
人
間
学
、
或
い
は
、
人
間
類
型
論
を
含
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
講

座
派
」
理
論
は
、
い
わ
ゆ
る

「上
部
構
造
」
に
お
け
る
「政
治
」
＝
支
配
機
構
の
分
析
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
は

「
社
会
学
的
方

法
」
で
は
な
く
て

「政
治
主
義
的
方
涎
」
と
呼
ば
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
間
学
の
不
在
は
初
期

「講
座
派
」
理
論
が
福
禾
和
夫
、

三
木
清
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
的
基
礎
へ
の
関
与
を
予
め
清
算
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
を
見
た
こ
と
に
そ
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
期

「講
座
派
」
理
論
は
日
本
型
資
本
主
義
の
類
型
論
的
把
握
と
い
う
方
法
を
用
い
つ
つ
も
、
人
間
類
型
論
の
欠
如
と
い
う

事
態
の
た
め
に
、
そ
の
方
法
は
政
治
経
済
学
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
初
期

「講
座
派
」
理
論
の
日
本
資
本
主
義
の
類
型
論
的
認
識
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
特
殊
日
本
性
を
半
封
建
的
土
地
所
有
に
基
づ

く
生
産
関
係
、
及
び
、
地
主
―
小
作
人
の
支
配
―
隷
従
関
係
に
規
定
さ
れ
た
政
治
的
関
係
に
で
は
な
く
、
非
近
代
的
エ
ー
ト
ス
の
存
在
に
見
た

の
が
次
項
に
考
察
す
る

「生
産
力
の
理
論
」
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
お
い
て
、
経
済
は
経
済
と
倫
理
＝
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
と
の
相
互
関

連
の
内
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

四
五
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四
六

第
二
項
　
「生
産
カ
ュ
ー
ト
ス
」
論
と
日
本
近
代
化
論
―
「生
産
力
の
理
論
」
―

い
わ
ゆ
る

「生
産
力
の
理
論
」
と
は
、
戦
時
統
制
経
済
下
に
お
け
る
日
本
の
近
代
化
論
の
一
形
態
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
生
産
力
の
理
論
」

は
戦
時
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
に
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
日
本
の
民
主
化
、
近
代
化
の
必
要
性
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
国
民
的
生
産
力
の
理
論
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
代
背
景
は
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
け
る
日
本
的
非
合
理
的
資
本
主
義
と
西
欧
的
合
理
的
資
本
主
義
の
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

れ
は
経
済
学
史
的
に
は
リ
ス
ト
の

「生
産
力
の
理
論
」
の
継
承
で
あ
り
、
戦
時
統
制
下
に
お
け
る
総
力
戦
遂
行
の
た
め
の
生
産
力
の
増
大
の
必

要
性
と
い
う
時
代
的
要
請
の
内
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
実
は
、
大
河
内

一
男
の

「労
働
力
の
質
的
保
全
」
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
資

本
主
義
の
特
殊
性
、
そ
の
非
合
理
的
性
格
の
上
場
の
要
請
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
正
常
型
、
合
理
的
な
近
代
西
欧
的
な
資
本
主
義
へ
の
転
化
の

希
求
で
あ
っ
た
。

初
期

「講
座
派
」
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
型
と
プ
ロ
シ
ア
型
と
い
う
二
つ
の
資
本
主
義
の
類
型
把
握
は
、
こ
こ
で
西
欧
的
な

「合
理
的
」
資
本
主

義
と
日
本
的
な

「非
合
理
的
」
資
本
主
義
と
の
二
大
類
型
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
欧
資
本
主
義

（社
会
）
に
対
す
る
日
本
資

本
主
義

（社
会
）
の
立
ち
後
れ
、
非
合
理
的

「超
」
近
代
性
は
、
初
期

「講
座
派
」
に
よ
る
半
封
建
的
農
業
生
産
関
係
の
残
存
と
、
そ
れ
に
依

拠
す
る
大
地
主
―
小
作
人
の
支
配
隷
従
関
係
と
を
日
本
的
資
本
主
義
の
非
近
代
性
の
根
幹
と
見
る

「政
治
主
義
」
に
対
し
て
、
「
生
産
力
の
理

論
」
で
は
、
明
白
に
人
間
類
型
の
相
違
と
し
て
、
つ
ま
り
、
西
欧
の
近
代
的
合
理
的
資
本
主
義
に
お
け
る
近
代
的
人
間
類
型

（近
代
的
生
産
力

エ
ー
ト
ス
）
と
、
日
本
型
資
本
主
義
に
お
け
る
同
エ
ー
ト
ス
の
不
在
と
し
て
、
つ
ま
り
、
エ
ー
ト
ス
論
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「生
産
力
の
理
論
」
と
は
、
西
欧

「合
理
的
」
資
本
主
義
の
根
底
に
あ
る
近
代
的
人
間
類
型
＝
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
の
創
出
に
よ
る
国
民

的
生
産
力
の
近
代
化
の
理
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
非
合
理
的
日
本
資
本
主
義
の
合
理
化
の
主
張
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



「生
産
力
の
理
論
」
に
お
け
る
生
産
力
＝
「人
間
が
自
然
に
対
し
て
働
き
か
け
る
諸
力
の
総
体
」
と
は

「単
に
、
物
質
的

・
技
術
的
生
産
力

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
の
十
全
な
発
展
の
た
め
に
は
、
政
治
的
、
法
的
機
構
の
確
立
＝
制
度
的

・
機
構
的
生
産
力
が
前
提
さ
れ
る
。
更

に
、
人
間
の
精
神
力
＝
文
化

・
道
徳
的
生
産
力
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
質
的
生
産
力
と
精
神
的
生
産
力
と
が
密
接

不
可
分
の
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「生
産
力
の
理
論
」
に
お
け
る
生
産
力
と
は
、
西
欧
近
代
資
本
主
義
を
支
え
る
合
理
・的
生
産

カ
エ
ー
ト
ス
と
い
う
精
神
的
要
素
と
結
合
し
た
経
済
的
生
産
力
の
総
体
と
し
て
の

「国
民
的
生
産
力
」
（
＝
単
に
物
的
、
経
済
的
、
技
術
的
な

生
産
力
で
は
な
く
、　
一
方
の
極
を
物
的
、
経
済
的
、
技
術
的
生
産
力
な
ど
の
自
然
的
要
素
と
し
、
他
方
の
極
を
人
間
の
精
神
的
、
文
化
的
、
理

念
的
生
産
力
な
ど
の
精
神
的
要
素
と
す
る
総
体
的
生
産
力
）
で
あ
っ
た
。
高
島
善
哉
の
経
済
社
会
学
の
構
想
は
、
「生
産
諸
力
の
総
体
と
し
て

の
市
民
社
鈍
」
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
的
生
産
カ
エ
ト
ト
ス
と
経
済
的
生
産
力
を

「市
民
社
会
」
に
お
い
て
統
合
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
高
島
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
‐。
「
そ
れ

｛生
産
力
の
理
論
｝
は
道
徳
と
法
と
経
済
と
の
分
離
に
お
け
る
統

一
関
係
の
全
体
的
把
握
を

志
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
や
は
り
経
済
に
即
し
て
捉
え
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
時
代
の
克
服
を
期
そ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
。
こ

う
し
た

「生
産
力
の
理
論
」
に
お
い
て
思
想
的
背
景
を
成
す
も
の
は
、
第

一
に
リ
ス
ト
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
で
あ
り
、
そ
し
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
っ

た
。
　
大
塚
久
雄
の

「社
会
学
的
視
点
」
も
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
も
の
で
あ
っ
純
。
大
塚
の

「
社
会
学
的
視
点
」
と
は

「

『人
間
類
型
』
と
生
産
力
の
問
題
的
意
囀
」
を
問
う
視
点
を
意
味
し
、
こ
れ
は
主
体
的
要
因
と
し
て
の

「人
間
類
型
」
を
国
民
的
生
産
力
形
成

と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
近
代
的

「人
間
類
型
」
と
し
て
大
塚
に
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー

の

「資
本
主
義
の
精
神
」
で
あ
り
、
「近
代
的
人
間
類
型
」
論
と
近
代
的

「生
産
力
」
と
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
媒
介
に
し
つ
つ
、
マ
ル
ク
ス
の

生
産
力
に
お
い
て
結
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
０
し
て
、
西
欧
に
お
い
て
合
理
的
資
本
主
義
＝
「営
利
と
生
産
力
が
両
全
さ
れ
る
よ
う
な
類
型

の
資
和
」
を
形
成
し
た

「近
代
的
人
間
類
型
」
（
い
わ
ゆ
る

「中
産
的
生
産
者
層
」
の
両
極
分
解
と
い
う
大
塚
史
学
の
形
成
）
は
、
日
本
資
本

主
義
、
或
い
は
、
日
本
社
会

一
般
の
非
合
理
性
ハ
非
近
代
性
を
告
発
す
る
方
法
概
念
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
塚
が
こ
う
し
た
近
代
的
生
産

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
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カ
エ
ー
ト
ス
の
担
い
手
の
織
り
な
す
社
会
と
し
て

「市
民
社
Ａ
Ｅ

を
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「資
本
主
義
と
市
民
社
会
」
と
題

さ
れ
た
論
文
に
お
い
て
、
大
塚
は
こ
う
し
た
近
代
的
人
間
類
型
の
原
型
を

「半
農
半
工
の
社
Ａ急
Ｐ

に
求
め
、
こ
れ
を

「中
間
的
生
産
者
団
」

と
名
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
塚
は
単
な
る

「
近
代
化
」
論
者
で
は
な
か
っ
た
。
大
塚
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
（近
代
的
人
間
類
型
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
）

『近
代
的
』
と
い
う
語
は
あ
る
程
度
漠
然
た
る
意
味
の
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
、
単
に
資
本
主
義
的
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
に
よ
り
高
い
段

階
へ
の
移
行
も
ま
た
同
時
に
含
め
て
い
る
『
と
。
つ
ま
り
ヽ
大
塚
は
、
近
代
化
の
果
て
の
合
理
的
社
会
主
義
と
も
言
え
る
も
の
を
も
射
程
に
納

め
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
大
河
内

一
男
、
高
島
善
哉
と
は
微
妙
に
異
な
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
殖
。

大
塚
久
雄
は

『社
会
科
学
の
方
法
』
、
『社
会
科
学
に
お
け
る
人
間
』
（
い
ず
れ
も
岩
波
新
書
）
と
い
っ
た
啓
蒙
書
で
、
直
接
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー

バ
ー
を
対
比
し
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

「複
眼
的
思
考
ヽ

つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
思
考
が
経
済
的
利
害
状
況
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
そ
れ
が

「理
念
と
利
害
状
況
の
相
蘭
Ｅ
に
歴
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
見
て
い
る
の
で
、
ヴ
ェ
ー
イヾ
―
の
方
が

「射
程
が
広
い
」
と
し
た

こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
こ
う
し
た
大
塚
の
所
論
を
詳
し
く
、
社
ム
轟
じ
〓
揮
菫
硼
の
立
場
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
大
塚
の
こ
う
し
た
発
言
が
日
本
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
受
容
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
受
容
の
型
の
一
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
寄

与
を
な
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
普
遍
的
―
法
則
的
認
識
に
対
す
る
個
体
的
＝
類
型
論
的
認
識

（初
期

「講
座
派
」
）
と
、
「生
産
力
の
理
論
」
に
お

け
る
近
代
的
人
間
類
型
論
＝
エ
ー
ト
ス
論
の
二
つ
を
重
要
な
観
点
と
し
て
挙
げ
る
こ
．と
が
で
き
る
が
、
最
も
重
要
な
論
点
は
市
民
社
会
に
お
け

る

「近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
」
が
経
済
倫
理
と
し
て
強
調
さ
れ
た
と
こ
ち
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
欧
型
資
本
主
義
と
日
本
型
資
本
主
義
と
い

う
類
型
論
的
把
握
は
、
西
欧
合
理
的
資
本
主
義
の
母
胎
と
し
て
の
西
欧
市
民
社
会

（ま
た
、
そ
こ
に
お
け
る
市
民
＝
社
会
形
成
の
主
体
と
し
て

の
個
人
の
担
う
近
代
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
の
存
在
）
と
、
日
本
型
資
本
主
義
に
お
け
る
市
民
社
会
の
不
在
、
未
発
達
の
違
い
と
し
て
ヽ
要
す
る
に
、



経
済
構
造
と
し
て
は
同

一
で
あ
り
な
が
ら
、　
一
方
で
は
合
理
的
で
あ
り
、
他
方
で
は
非
合
理
的
で
あ
る
よ
う
な
資
本
主
義
の
型
の
相
違
を
生
み

出
す
も
の
と
し
て
、
近
代
生
産
カ

エ
ー
ト
ス
の
存
在
と
不
在
と
い
う
経
済
倫
理
の
類
型
の
相
違
が
、
エ
ー
ト
ス
論
に
よ
る
類
型
把
握
と
し
て
認

識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
市
民
社
会
は
こ
の
エ
ー
ト
ス
の
生
成
の
場
所
と
し
て
、　
一
方
で
は
日
本
型
資
本
主
義
の
類
型
把
握
の
た
め

の
認
識
根
拠
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
不
在
が
日
本
型
資
本
主
義
の
特
殊
性
を
生
み
出
す
実
在
根
拠
で
あ
り
、
更
に
、
日
本
型
資
本
主
義
の
非
合

理
性
、
非
近
代
性
の
告
発
の
た
め
の
批
判
根
拠
で
あ
り
、
最
後
に
、
来
た
る
べ
き
社
会
に
お
い
て
十
全
に
展
開
、
発
展
す
る
べ
き
理
念
で
も
あ
っ

た
。
か
く
し
て
、
「市
民
社
会
」
は
類
型
的
―
構
造
論
的
把
握
の
た
め
の
、
ま
た
、
エ
ー
ト
ス
論
的
把
握
の
た
め
の
方
法
概
念
で
あ
り
、
批
判

の
根
拠
で
あ
り
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
理
念
と
も
な

っ
た
。

こ
う
し
た
市
民
社
会
の
エ
ー
ト
ス
論
的
把
握
、
つ
ま
り
、
経
済
倫
理
と
経
済
構
造
と
の
相
互
関
連
を
問
う
と
い
う
方
法
態
度
は
、
次
に
、
直

接
に
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
派

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
を
産
み
だ
し
た
。
そ
の
端
緒
を
成

し
た
の
は
、
内
田
義
彦
で
あ
る
。
内
田
に
お
い
て
、
こ
の
近
代
生
産
カ

エ
ー
ト
ス
の
存
在
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
歴
史
貫
通
的
次
元

に
お
け
る
自
然
と
人
間
の
物
資
代
謝
の
過
程
の
発
掘
と
い
う
形
で
継
承
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
関
し
て
述
べ
よ
う
。

（１
）

守
屋
典
郎

『日
本
資
本
主
義
分
析
の
巨
匠
た
ち
』
白
石
書
店
、　
一
九
八
二
年
、
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（２
）

小
林
良
正

『日
本
資
本
主
義
論
争
の
回
顧
』
白
石
書
店
、　
一
九
七
八
年
、
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

「講
座
派
理
論
の
ば
あ
い
、
発
展
の
特
殊
性
を
規
定
す
る
に
さ
い
し
て
、
発
展
史
的
に
規
定
さ
れ
て
く
る
構
造
的
特
性
が
前
面
に
強
く
押
し
出
さ
れ
、

類
型
構
成
・
類
型
論
的
把
握
に
強
勢
が
お
か
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
労
農
派
理
論
の
ば
あ
い
、
発
展
の
段
階
的
特
殊
性
が
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、

段
階
規
定
・
段
階
論
的
把
握
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。」
（毛
利
健
三

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
論
争
」、
長
幸
男
、
住
谷
一
彦
編

『近
代

日
本
経
済
思
想
史
Ｉ
』
有
斐
閣
、　
一
九
六
八
年
、
所
載
、
一
七
三
ペ
ー
ジ
）

（４
）

「歴
史
と
は
運
動
自
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
物
質
的
下
部
構
造
の
う
え
に
お
い
て
の
こ
と
な
が
ら
、
物
質
的
下
部
構
造
そ
れ
自
体
は
、
自
動
的

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

四
九



法
経
研
究
四

一
巻
四
号

（
一
九
九
三
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

に
運
動
す
る
も
の
で
は
な
く
、
運
動
そ
の
も
の
は
下
部
構
造
と
上
部
構
造
と
の
間
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
つ
ま
り
、
経
済
自
体
は
自
動
す
る

も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
動
か
す
も
の
は
人
間
で
あ
り
、
階
級
闘
争
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
政
治
で
あ
る
。
ゆ
え
に
経
済
で
な
く
、
歴
史
の
解
明
が
求
め

ら
れ
る
場
合
、
た
と
え
、
『経
済
史
』
に
し
て
も
、
経
済
的
下
部
構
造
の
分
析
だ
け
で
は

『経
済
主
義
』
の
そ
し
り
を
免
れ
ず
、
つ
ね
に
推
進
力
を
、
上

部
構
造
、
こ
と
に
政
治
に
求
め
、
つ
ま
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
経
済
と
政
治
の
弁
証
法
的
相
互
作
用
を
問
題
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
具
体
的
に

は
階
級
闘
争
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（小
林
、
一削
掲
書
、
六
ペ
ー
ジ
）

（
５
）

庄
司
、
前
掲
書
、
十
三
ペ
ー
ジ
。

（
６
）

「講
座
派
」
理
論
に
お
け
る

「
人
間
学
」
の
不
在
、
或
い
は
、
福
本
和
夫
の

「人
間
学
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
、
ま
た
、
三
木
清
の

「
哲
学
的

マ
ル
ク
ス

主
義
」
の
否
定
の
上
に
成
立
し
た

「講
座
派
」
理
論
に
つ
い
て
は
、
庄
司
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
的
基
礎
を
充
分

に
吟
味
す
る
間
も
な
く
、
い
き
な
り
高
度
な
現
実
分
析
に
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
、
人
間
主
義
に
よ
る

媒
介
を
欠
い
た
方
法
的
∧
社
会
∨
主
義
が

一
般
的
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。」
（庄
司
、
前
掲
書
、
十
八
ペ
ー
ジ
）

（
７
）

労
働
そ
の
も
の
が
、
富
の
源
泉
で
は
な
く
て
、
「精
神
的
も
し
く
は
社
会
的
」
生
産
力
が
富
の
源
泉
で
あ
る
と
す
る
リ
ス
ト
の
所
論
が

「生
産
力
の
理

論
」
の
直
接
の
母
胎
で
あ
る

（
リ
ス
ト

『国
民
経
済
学
体
系
』
第
十
二
章

「生
産
力
の
理
論
と
価
値
の
理
論
」
を
参
照
）
。

（
８
）

高
島
善
哉

『経
済
社
会
学
の
根
本
問
題
』
日
本
評
論
社
、

一
九
四

一
年
、
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
９
）

高
島
善
哉

『
民
族
と
階
級
』
現
代
評
論
社
、　
一
九
七
〇
年
、
二
七
ペ
ー
ジ
。

（
１０
）

高
島
、
『経
済
社
会
学
の
根
本
問
題
』
、
三
ペ
ー
ジ

（
１１
）

「
戦
時
の
大
塚
に
よ
る
明
ら
か
に

一
つ
の
積
極
的
な
ウ
ェ
ー
バ
ー
解
釈
で
あ
る
こ
と
、
近
代
的

『
エ
ー
ト
ス
』
を
生
産
力
概
念
、
す
な
わ
ち
経
済
的
生

産
力
の
姉
妹
と
し
て
精
神
的
生
産
力
の
視
点
か
ら
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
（上
野
正
治

「
経
済
史
学
」
長
、
住
谷
編

前
掲
書
、

一
一
一
一
ペ
ー
ジ
）。

（
‐２
）

大
塚
久
雄

『近
代
化
の
人
間
的
基
礎
』
筑
摩
書
房
、　
一
九
七
六
年
、

一
〓
一天

―
ジ
。

（
‐３
）

大
塚
久
雄

『宗
教
改
革
と
近
代
社
会
』
み
す
ず
費
房
、　
一
九
八
五
年
、　
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
‐４
）

大
塚
、
同
書
、

一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
‐５
）

大
塚
、
同
書
、　
一
〇
九
ペ
ー
ジ

（
‐６
）

大
塚
、
『近
代
化
の
人
間
的
基
礎
』
、
九
ペ
ー
ジ
。

（
‐７
）

ま
た
、
大
塚
は
西
欧
市
民
社
会
的
価
値
理
念
に
あ
る

「非
合
理
性
」
の
指
摘
を
既
に
行

っ
て
い
る
。
「
こ
の
エ
ー
ト
ス

（資
本
主
義
の
精
神
）
は
―
人



間
自
然
の
幸
福
観
を
強
力
に
変
形
さ
せ
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
根
底
的
に
非
合
理
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
」
（前
出
）。

第
四
節
　
市
民
社
会
派
の
発
展
―
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
―

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
市
民
社
会
の
エ
ー
ト
ス
論
的
把
握
、

つ
ま
り
、
経
済
倫
理
と
経
済
構
造
と
の
相
互
関
連
を
問
う
と
い
う
方
法

態
度
は
、
直
接
に
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
と
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
を
産
み
だ
し
た
一
そ

の
端
緒
を
成
し
た
の
は
、
内
田
義
彦
で
あ
る
。
内
田
に
お
い
て
、
こ
の
近
代
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
の
存
在
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
け
る
歴
史

貫
通
的
次
元
で
の
自
然
と
人
間
の
物
資
代
謝
の
過
程
の
発
掘
と
い
う
形
で
継
承
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
内
田
は
従
来
の
マ
ル
タ
ス
主
義
経
済

学
に
お
け
る

「生
産
関
係
」
重
視
視
点
を
批
判
し
、
単
な
る
階
級
―
生
産
関
係
視
点
を
越
え
た
、
人
間
労
働
と
自
然
と
い
う
歴
史
貫
通
的
な
生

産
力
次
元
を
マ
ル
ク
ス
の

「労
働
過
程
」
論
に
見
い
だ
し
た
。

こ
う
し
た
内
田
の
歴
史
貫
通
的
次
元
に
お
け
る
自
然
と
人
間
の
物
資
代
謝
の
過
程
の
発
掘
が
、
内
田
の
ス
ミ
ス
研
究
、
並
び
に
、
「
生
産
力

の
理
論
」
の
影
響
の
下
で
行
わ
れ
る
時
、
日
本
型
資
本
主
義
に
お
け
る
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
の
不
在
、
従

っ
て
、
近
代
市
民
社
会
の
未
成

熟
と
の
認
識
が
生
ま
れ
る
。
内
田
の
日
本
型
資
本
主
義
の
特
殊
性
把
握
、
即
ち
、
「市
民
社
会
な
き
資
本
主
義
」
、
「
日
本
の
資
本
主
義
は
資
本

主
義
社
会
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
ま
だ
市
民
社
会
で
は
な
い
」
と
の
認
識
は
、
そ
の
後
の
市
民
社
会
派

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
基
本
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

平
田
清
明
を
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
原
型
を
与
え
た
も
の
と
し
て
み
な
す
こ
と
は
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
平
田
の
所
説
で
あ

る

「個
体
的
所
有
の
再
建
」
論
に
つ
い
て
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
す
ま
い
。
た
だ
、
論
述
の
必
要
上
、
そ
れ
を
要

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
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約
す
れ
ば
、
自
由
、
平
等
な
市
民
に
よ
っ
て
取
り
結
ば
れ
る
社
会
的
関
係
の
総
体
と
し
て
の
市
民
社
会
に
お
い
て
、
私
的
所
有
の
原
理
――
「
領

有
法
則
の
弁
証
法
的
転
回
」
に
よ
っ
て
、
個
体

・
個
体
的
所
有

・
個
体
的
労
働
が
私
人

。
私
的
所
有

・
私
的
労
働
へ
と
転
化
し
、
市
民
社
会
の

内
実
を
仮
象
に
貶
め
る
。
だ
が
同
時
に
、
こ
の
転
回
は
否
定
の
否
定
の
論
理
に
よ
り
、
市
民
社
会
の
内
実
を
個
体
的
所
有
と
し
て
再
建
す
る
、

と
さ
れ
る
。
平
田
の
こ
の
議
論
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
平
田
に
お
け
る

「労
働
と
所
有
の
同

一
性
」
論
、
或
い
は
、
「
市
民
社
会
」
の
理
解

で
あ
る
。
個
体
的
労
働
に
よ
る
個
体
的
所
有
、
こ
の

「労
働
と
所
有
の
同

一
性
」
が
実
現
さ
れ
る
場
所
こ
そ
、
「市
民
社
会
」
に
他
な
ら
な
い
。

『市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
（初
出
、
『世
界
』
岩
波
書
店
、　
一
九
六
八
年
二
号
、
引
用
は
平
田
清
明

『市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
〇
年
に
依
る
）
に
お
い
て
、
平
田
は
、
従
来
の
正
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
理
解
を
批
判
し
、
こ
れ
を
階
級

一

元
論
的
マ
ル
ク
ス
理
解
に
よ
る

「商
品
経
済
と
資
本
主
義
社
会
と
い
う
タ
ダ
モ
ノ
論
的
把
撻
」
と
み
な
し
た
。
こ
の
場
合
、
平
田
の
批
判
の
根

底
を
な
す
も
の
は
、
「市
民
社
会
」
概
念
で
あ
る
。
平
日
の
言
う

「市
民
社
会
」
と
は
、
自
由
、
平
等
な
市
民
に
よ
っ
て
取
り
結
ば
れ
る
社
会

的
関
係
の
総
体
と
し
て
の
歴
史
貫
通
的
な
市
民
社
会
で
あ
り
、
更
に
、
「市
民
社
会
と
は
そ
こ
か
ら
自
立
す
る
法
ど
道
徳
と
の
関
連
を
は
ら
む

も
の
と
し
て
、
は
じ
め
か
ら
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
市
民
社
会
と
は
社
会
の
総

体
把
握
の
た
め
の
方
法
概
念
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
経
済
、
道
徳
＝
倫
理
、
法
の
総
体
こ
そ
が
西
欧
資
本
主
義
の
母
胎
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
田
の
反

「経
済
主
義
」
は
次
の
よ
う
な
把
握
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
田
に
よ
れ
ば
、
「所
有
と
は
生
産

・
交
通

・
消
費
に

お
け
る
自
己
獲
籠
」
で
あ
り
ヽ
「生
産
と
は
…
物
質
的
な
生
産
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
的
生
産
」
で
あ
り
ヽ
「交
通
…
と
は
さ
ま
ざ
ま
な

諸
個
人
が
特
定
の
社
会
的
形
態
に
お
い
て
相
互
に
物
質
的

・
精
神
的
に
交
わ
り
通
じ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
平
田
の
言
う

「失
わ
れ
た
範
疇
」
が
常
に
、
物
質
と
精
神
と
の
、
或
い
は
、
経
済
と
倫
理
と
の
統

一
的
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
見
て
と
る
の
は
た
や

す
い
。
つ
ま
り
、
平
田
に
よ
れ
ば
、
西
欧
資
本
主
義
は
そ
の
基
底
層
に
近
代
西
欧
的
価
値
理
念

（
こ
れ
は
自
由

・
平
等

・
所
有
と
さ
れ
る
）
を



は
ら
ん
だ
、
土
台
と
し
て
の

「市
民
社
会
」
、
要
す
る
に
、
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
を
価
値
理
念
と
す
る
経
済
、
政
治
、
道
徳
の
総
体
と
し

て
の

「市
民
社
会
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
日
本
型
資
本
主
義
と
は
類
型
の
異
な
っ
た
西
欧
型
資
本
主
義
が
生
成
さ
れ
る
と
し

た
の
で
あ
る
。
平
田
は
言
う
。
経
済
的

・
政
治
的

・
道
徳
的
諸
過
程
の
共
時
的
展
開
と
し
て
の
、
市
民
社
会
の
資
本
家
社
会
へ
の
転
成
、
「
こ

の
よ
う
な
社
会
形
成
が
典
型
的
に
見
ら
れ
る
の
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
」
と
。

か
く
し
て
、
平
田
の
市
民
社
会
に
お
け
る
労
働
と
所
有
の
同

一
性
が
、
西
欧
的
な
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
の
具
現
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
来
た
る
べ
き
社
会
主
義
に
お
い
て
も
、
市
民
社
会
の
社
会
主
義
に
お
け
る
実
現
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
市
民
社

会
の
継
承
と
し
て
の
社
会
主
義
を
確
認
し
う
る
者
の
み
が
、
今
日
、
社
会
主
義
を
語
り
う
る
の
で
あ
る
」。

こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
妥
当
性
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
る
と
い
う
方
法
態
度
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
の
み
、
近
代
的
生
産
力

エ
ー
ト
ス
が
存
在
し
た
、
と
い
う
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
所
説
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。
平
日
の
直
接
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
分
業
、
及
び
、
分
業

の
も
た
ら
す
生
産
力
の
全
面
的
展
開
の
上
に
、
共
同
体
↓
市
民
社
会
↓
社
会
主
義
の
歴
史
的
移
行
を
見
た
望
月
清
司
の
場
合
も
、
同
様
で
あ

る
。
「近
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
そ
し
て
、
西．
ヨ．
―．
口．
”
ル
ーこ．
の。
み．
市．
民．
社．
会。
を．
形．
成。
さ．
せ．
発．
展．
さ．
せ。
た．
原．
動．
力。
を。
求，
め．
て．
や。
ま．
な。
ぃ
視．
島
】

こ
そ
が
マ
ル
ク
ス
の
思
想
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
特
徴
的
な

「西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
限
定
性
」
は
、
単
に

い
わ
ゆ
る

「ヴ
ェ
ラ
・
ザ
ス
ー
リ
ッ
チ
ヘ
の
手
紙
」
に
そ
の
正
当
化
の
根
拠
を
も
つ
の
で
は
な
い
。
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
の
み
存
在
し
た
と
い
う
ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
観
点
が

一
貫
し
て
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
経
済
蜘
は
、
「講
座
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
日
本
型
資
本
主
義
象
と
い
う
類
型
論
的
認
識
を
内
田
と

と
も
に
継
承
し
つ
つ
、
更
に
、
経
済
的

・
道
徳
的

◆
法
的
諸
契
機
の
総
体
と
し
て
市
民
社
会
を
と
ら
え
る
と
い
う
優
れ
て

「
社
会
学
」
的
＝
構

造
論
的
な
観
点
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
市
民
社
会
を
物
質
的
交
通
と
精
神
的
交
通
の
総
体
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
、
経
済
の
価

値
関
係
論
的
把
握
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
実
践
的
結
論
は
市
民
社
会
理
髄
＝
「自
由
で
平
等
な
生
産
者
た
ち
の
連
合
」
の
社
会
主
義

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
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五
三
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に
お
け
る
実
現
＝
市
民
社
会
的
社
会
主
義
で
あ
っ
た
が
ヽ
市
民
社
会
な
し
の
資
本
主
義
、
及
び
、
社
会
主
義
に
お
け
る
市
民
社
会
の
実
現
と
い

う
観
点
は
、
市
民
社
会
に
お
け
る
経
済
倫
理
と
し
て

「近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
」
を
不
可
欠
な
契
機
と
し
て
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
言
う

「市
民
社
会
」
と
は
、
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
を
価
値
規
範
と
す
る
経
済

・
政
治

・
道

徳
の
総
体
と
し
て
の
市
民
社
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
“
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の

「市
民
社
会
」
概
念
に
内
包
さ
れ
る
、
従
っ
て
、
「
労
働
と
所
有
の
同

一
性
」

に
具
現
化
す
る
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
和
は
山
之
内
靖
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
樋
こ
と
に
な
っ
た
。
次
節
で
は
こ
の
批
判
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

（
１

）

（
２

）

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）

（
７

）

（
８

）

（
９

）

（
１０

）

内
田
義
彦

「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
ヴ

ュ
ー
バ
ー
的
問
題
」
（大
塚
久
雄
編

『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ

ェ
ー
バ
ー
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
六
五
年
、

所
載
、

一
四
八
ペ
ー
ジ
。）
、
更
に
、
「社
会
主
義
に
お
け
る
市
民
社
会
」
（同
書
、
所
載
）、
を
も
参
照
。

平
田
清
明

『市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
岩
波
書
店
、　
一
九
八
〇
年
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

平
田
、
同
書
、
五
六
ペ
ー
ジ
。

平
田
、
同
書
、　
一
〇
八
ペ
ー
ジ
。

同
上
。

平
田
、
同
書
、
八

一
ペ
ー
ジ
。

平
田
、
同
書
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

平
田
、
同
書
、　
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

望
月
清
司

『
マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
、
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。

市
民
社
会
派
の
最
大
の
功
績
は
マ
ル
ク
ス
の
思
想
体
系
の
中
に
あ
る
歴
史
貫
通
的
ゲ
マ
イ
ン
ヴ

ェ
ー
ゼ
ン
ー
近
代
市
民
社
会
―
資
本
主
義
の
三
層
の

重
層
構
造
の
発
掘
で
あ
ろ
う
。
「市
民
社
会
」
と
は

「生
産
者
＝
労
働
者
が
所
有
主
体
と
し
て
生
産
的
活
動
と
生
産
物
を
交
換
し
あ
う
分
業
の
シ
ス
テ
ム
」

（森
田
桐
郎
、
望
月
清
司

『社
会
認
識
と
歴
史
理
論
』
講
座
マ
ル
ク
ス
経
済
学
１
、
日
本
評
論
社
、　
一
九
七
四
年
、
二
二
六
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
規
定
さ
れ
、

更
に
以
下
の
三
層
に
区
分
さ
れ
る
。
「
０
人
類
史
貫
通
的
―
使
用
価
値
視
点
か
ら
…
…
…
普
遍
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
関
係
と
し
て
の
市
民
社
会
　
０
私
的



所
有
制
貫
通
的
―
交
換
価
値
視
点
か
ら
…
私
的
商
品
生
産

（所
有
）
者
の
市
民
社
会
　
０
資
本
家
的
私
有
制
独
自
的
―
剰
余
価
値
視
点
か
ら
…
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
的
市
民
社
会
」
（森
日
、
望
月
、
同
書
、
二
二
五
ペ
ー
ジ
）

こ
の
把
握
は
現
在
で
も
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
。
「市
民
社
会
」
と
は

「経
済
的
な
意
味
で
の
物
質
的
諸
関
係
の
総
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実

は

『
人
間
精
神
の
社
会
的
意
識
諸
形
態
』
と
の
関
係
に
お
け
る
、
し
か
も
、
『法
的

・
政
治
的
上
部
構
造
』
と
の
緊
張
関
係
に
お
け
る
、
社
会
的
な
生
産
・

生
活
諸
関
係
０
総
体
」
（平
田
清
明
、
山
田
鋭
夫
、
八
木
紀

一
郎
編

『現
代
市
民
社
会
の
旋
回
』
昭
和
堂
、
一
九
八
八
年
、
八
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（１１
）
「
こ
の
理
念
（近
代
市
民
社
会
の
公
的
理
念
）
す
な
わ
ち
公
的
原
理
は
市
民
的
生
産
様
式
そ
れ
自
体
の
展
開
が
生
み
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ム
、
す
な
わ
ち

理
念
的
な
所
有
、
自
由
、
平
等
を
実
現
す
る
運
動
＝
過
程
を
、
社
会
正
義
と
し
て
人
に
認
識
さ
せ
ま
す
。」
（平
田
、
『市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
、
二
三

三
ペ
ー
ジ
）

（
‐２
）

同
じ
思
想
は
、
森
田
、
望
月
、
前
掲
書
、
に
見
ら
れ
る
。

「
『市
民
社
会
的
．共
同
体
』
と
は
し
た
が
っ
て
ま
た

『共
同
体
的
市
民
社
会
』
で
も
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
…

『自
由
で
平
等
な
生
産
者
た
ち
の
連
合

（
ア
ソ
チ
オ
ー
ネ
ン
）
か
ら
な
る
ひ
と
つ
の
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
」
（森
日
、
望
月
、
前
掲

書
、
三
〇
六
ペ
ー
ジ
）。
特
に
第
二
章

「共
同
体

・
市
民
社
会

ｏ
社
会
主
義
」
を
参
照
。

（
‐３
）

市
民
社
会
派
は
最
近
、
レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
と
の
接
近
を
始
め
て
い
る
。
レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
の
理
論
構
成
の
主
要
概
念
で
あ
る

「
制
度
」
と

「調
整
」
が
市
民
社
会
派
の
理
論
構
成
に
適
合
的
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
こ
の
非
企
業
的
な
自
発
的
連
帯
組
織
を
、
わ
た
し
と
し
て
は

『
市
民
社
会
』

と
い
う
ふ
う
に
い
い
た
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
市
民
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
自
由
時
間
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
市

そ。
し，社
てｏ会
自。と
由．‐
自
時．由
間．時
の。間
方。と
帥
を．ぅ
向．の
嘲
た。、
新．不
し・即
叫
社．離
会。の
的．関
妥．係
協．‐こ
満
必．り
要．ま
で．す
す・。
に
…
レ．
ギ．
“
ラ．
シ。
オ．
ン．
派．
か
ぃ
う。
勤。
労．
者．
民．
主．
制。
、

つ
ま
り
、
自．
律．
、
連．
帯．
、

れ́。
ど。
も。
、
そ．
れ．
を．
日．
本。
で。
語．
る．
ぃ
と．
は．
市．
民．
社．
会．
を．
許
る。
こ。
と。
と．
ひ。
と。
し。
ぃ

の。
で．
―ま。
な。
ぃ
で．
ぃ
よ．
う．
力、．
ピ

（山
田
鋭
夫

「
レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
と
日
本
社
会
」
（海
老
塚
明
、
小
倉
利
丸
編
著

『
レ
ギ

ュ
ラ
シ
オ
ン
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
』

青
弓
社
、

一
九
九

一
年
、
所
載
、
一
言
〓
一～
三
二
三
ペ
ー
ジ
）

（
‐４
）

平
日
の
プ
ェ
ー
バ
ー
ヘ
の
依
存
は
、
平
田
が
ヴ

ェ
ー
パ
ー
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
ら
か
で
あ
る
。
「平
田
清
明
の
最
近
の

一
連
の

論
文
が
、
日
本
思
想
史
の
ヴ

ェ
ー
バ
ー
的
磁
場
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
を
新
た
に
解
釈
し
え
た
い
ま
ひ
と
つ
の
好
例
で
あ
ろ
う
」
（内
田
芳
明

冒
ノ
ェ
ー
バ
ー

と
マ
ル
ク
ス
』
岩
波
書
店
、　
一
九
八
五
年
、
五
ペ
ー
ジ
）

（
‐５
）

平
田
の
ヴ

ェ
ー
バ
ー
ヘ
の
依
存
を
、
他
な
ら
ぬ
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
か
ら
批
判
し
た
の
は
、
内
田
芳
明
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
内
田
芳
明
、
前
掲
書
、

四
八
～
五

一
ペ
ー
ジ
、
を
参
照
．
山
之
内
靖
の
平
田
へ
の
批
判
は
、
第
五
節
で
述
べ
る
。

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

五
五
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九
二
年
）

五
六

第
五
節

　
「市
民
社
会
」
エ
ー
ト
ス
の
批
判
―
批
判
的
市
民
社
会
派
ト

平
田
清
明
に
始
ま
る
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
お
い
て
、
近
代
市
民
社
会
の
批
判
の
要
で
あ
り
、
ま
た
、
来
た
る
べ
き
市
民
社

会
的
社
会
主
義
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
近
代
市
民
社
会
の
内
実
と
は
要
す
る
に
、
労
働
と
所
有
の
同

一
性
、
「個
体
的
」
と
い
う
特
殊
な

形
容
を
冠
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
実
は
労
働
に
よ
る
所
有
と
い
う
近
代
社
会
に
お
け
る
神
聖
な
理
念
で
あ
っ
た
。
山
之
内
靖
に
よ
る
平
田
清
明
批

判
、
つ
ま
り
、
「労
働
と
所
有
の
同

一
性
」
批
判
と
は
、
平
田
０

「個
体
的
所
有
」
の
概
念
を

「生
産
カ
エ
ー
ト
ス
」
と
し
て
把
握
し
、
こ
れ

を
近
代
市
民
社
会
の
原
ロ
ゴ
ス
と
し
て
批
判
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
山
之
内
は
こ
う
し
て
平
田
の
所
説
を
批
判
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
平
田
の
所

説
を
生
み
だ
し
た
マ
ル
ク
ス
の
思
想
そ
の
も
の
を
も
、
近
代
市
民
社
会
の
地
平
を
超
克
し
て
い
な
い
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
を
相
対
化
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
批
判
に
関
し
て
述
べ
る
前
に
山
之
内
が
批
判
的
市
民
社
会
派
と
命
名
さ
れ
る
所
以
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
こ
う
。

山
之
内
靖
の
思
想
的
母
胎
は
市
民
社
会
派
の
枠
組
み
で
あ
る
。
山
之
内
の
初
期
の
主
張

（主
と
し
て
、
『社
会
科
学
の
方
法
と
人
間
学
』

一
九
七
五
年
、
に
詳
し
い
）
は
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同

一
で
あ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
歴
史
貫
通
的
ゲ
ン
マ

イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ー
近
代
市
民
社
会
―
資
本
主
義
社
会
の
重
層
構
造
把
握
。
つ
ま
り
こ
れ
は
近
代
市
民
社
会
が
疎
外
さ
れ
た
形
態
で
あ
れ
、
そ

の
根
底
は
人
間
本
質
展
開
の
源
泉
た
る
歴
史
貫
通
的

・
普
遍
的
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
交
通
の
総
体
で
あ
る
と
す
る
観
点
の
継
承
で
あ
る
。
「
市

民
社
会
を
構
成
す
る
諸
個
人
は
、
も
は
や
単
′に
利
己
的
、
物
質
的
利
害
の
権
化
と
し
て
の
み
描
き
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
を
人
権
と
し

て
獲
得
し
た
と
こ
ろ
の
、
独
立
し
た
人
格
的
諸
個
人
と
し
て
描
き
だ
さ
れ
“
」
。
第
二
に
、
経
済
的
土
台
は
そ
れ
に
直
接
、
織
り
込
ま
れ
て
い

る
意
識
＝
「倫
理
的
価
値
規
範
」
と
は
不
可
分
で
あ
る
と
見
な
す
点
。
こ
れ
は
即
ち
、
社
会
的
意
識
諸
形
態
を
経
済
的
土
台
に
内
包
さ
れ
て
い



る
、
経
済
的
諸
関
係
の
網
の
日
に
生
活
す
る
諸
個
人
の
活
動
的
存
在
と
直
接
に
結
び

つ
い
た
日
常
的
意
識
形
態
と
す
る
観
点
で
あ
る
。
「
意
識

一
般
が
、
実
在
的
な
物
質
的
生
産
諸
関
係
の
う
ち
に
内
包
さ
れ
る

『社
会
的
意
識
諸
形
態
』
と
観
念
的
で
経
済
的
土
台
か
ら
相
対
的
に
独
立
し

た

『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
区
匁
」
す
る
。
第
二
に
、
社
会
科
学
的
分
析
が
人
間
学
レ
ヴ
ェ
ル
と
体
制
的
■
階
盤
呵
レ
ヴ
ェ
ル
の
重
層
構
造
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
観
点
で
あ
る
。
山
之
内
は
河
上
肇
を
論
じ
つ
つ
こ
う
評
価
す
る
。
「河
上
に
よ
る
社
会
科
学
的
対
象
分
析
の
方
法

が
、
常
に
人
間
学
レ
ヴ
ェ
ル
と
体
制
的
な
い
し
階
級
的
レ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
二
層
構
造
よ
り
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
立
体
的
な
深
み
を
も
つ
も
の

で
あ
っ
た
」
と
。

こ
う
し
た
主
張
は
、
山
之
内
の

「ヴ
ェ
ー
バ
ー
」
受
容
と
無
関
係
で
は
な
い
。
山
之
内
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が

「物
資
的
利
害
状
況
」
（
マ
ル
ク
ス
）
お
よ
び

「
理
念
」
（ヴ
ェ
ー
バ
ー
）
の
世
界
に
分
極
さ
れ
た
関
係
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
、
「
こ
の
両
者
が
と
も
に

『物
資
的
利
害
状
況
』
と

『
理
念
』
の
相
互
関
係
を
構
造
的
に
関
連
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
て
」

問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
経
済
と
倫
理
と
の
統

一
的
把
握
が
あ
る
。
こ
う
し
た
把
握
が
、
市
民
社

会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
把
握
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
る
の
は
た
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

が
内
容
的
に
依
拠
し
な
が
ら
、
方
法
的
に
は
禁
欲
し
た
ヴ
ェ
ー
パ
ー
の
思
想
を
山
之
内
は
暴
き
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

が
や
が
て
山
之
内
は
、
『現
代
社
会
の
歴
史
的
位
相
』
２

九
八
二
年
）、
『社
会
科
学
の
現
在
』
（
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、

マ
ル
ク
ス

の

「労
働
概
念
」
の
中
に
禁
欲
的
労
働
の
エ
ー
ト
ス
を
発
見
し
、
こ
れ
を
労
働
に
よ
る
自
然
の
支
配
、
自
然
の
収
奪
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
じ
く
、
市
民
社
会
派
思
想
の
歴
史
貫
通
的
市
民
社
会
に
内
包
さ
れ
る
価
値
理
念
も
ま
た

「宗
教
改
革
以
来
の
倫
理
的
価
値
を
正
当

性
原
理
と
す
る
社
鍾
」
の
理
念
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
山
之
内
に
よ
れ
ば
、
市
民
社
会
派
に
よ
る
マ
ル
タ
ス
の

「労
働
」
観
把
握

は

「解
放
」
‐―‐―
「陶
冶
」
と

「自
然
の
支
配
」
の
両
面
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
更
に
、
市
民
社
会
派
に
よ
る
マ
ル
タ
ス
の

「歴
史
」
観
解
釈
で
あ

る
階
級
次
元
と
市
民
社
会
次
元
の
二
重
構
造
把
握
は
、
「自
然
」
を
そ
の
固
有
な
意
味
で
、
つ
ま
り
、
「生
態
系
」
と
し
て
の
自
然
と
し
て
把
握

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

で
き
な
い
と
し
た

（
『現
代
社
会
の
歴
史
的
位
相
』
第
二
章
、
参
照
）。
更
に
、
市
民
社
会
派
の
マ
ル
ク
ス
の

「
人
間
」
観
解
釈
、

つ
ま
り
、

自
由

・
平
等
で
、
「労
働
」
す
る
自
立
的
人
格
と
し
て
の
個
人
は
、
人
間
存
在
の

「病
理
学
」
的
側
面
＝
人
間
存
在
の
原
理
的
非
合
理
性

（
＝

分
裂
的
存
在
。
疎
外
は
歴
史
貫
通
的

・
類
的
本
質
次
元
に
お
い
て
あ
る
）
を
把
握
し
て
い
な
い
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
山
之
内
の
批
判
の
要

点
は
、　
一
、
労
働
＝
対
象
化
に
よ
る
自
然
の
支
配
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
的
労
働
エ
ー
ト
ス
と
し
て
批
判
し
、
二
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学

の
理
論
構
成
に
は
前
提
と
し
て
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の

「
エ
ー
ト
ス
」
論
が
あ
り
、
三
、
従

っ
て
、
マ
ル
タ
ス
は
、
ま
た
、
市
民
社
会
派
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー

の
射
程
の
内
に
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

山
之
内
は
こ
う
し
て
、
市
民
社
会
派
の
理
論
的
枠
組
み
を
継
承
し
つ
つ
も
、
市
民
社
会
派
の
主
張
す
る

「市
民
社
会
の
理
念
」
な
る
も
の
が
、

実
は
近
代
資
本
主
義
社
会
成
立
の
母
胎
で
あ
る

「禁
欲
的
労
働
エ
ー
ト
ス
」
に
他
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
、
山
之
内
の
言
う
真
に
人
間
学
的
な

レ
ヴ
ェ
ル
、
即
ち
、
「人
間
の
精
神
性
と
身
体
性
と
が
共
に
そ
こ
に
根
ざ
す
原
基
雌
」
領
域
で
あ
る

「自
然
」
に
ま
で
下
降
す
る
必
要
を
説
い

た
。
山
之
内
が
批
判
的
市
民
社
会
派
と
命
名
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
う
し
た
山
之
内
の
所
論
は
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
批
判
と
い
う

一
点
で
は
、
あ
る
程
度
の
有
効
性
を
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
山
之
内
は
近

代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
の
新
た
な
価
値
理
念
を
提
出
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
で
き
て
い
な
い
。
最
近
の
山
之
内
は

非
合
理
性
の
要
素
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
的
カ
リ
ス
マ
に
よ
る
、
従
来
の
価
値
理
念
の
転
倒
と
、
新
た
な
独
自
の
価
値
理
念
の

提
示
を
考
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
代
わ
っ
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
に
山
之
内

は
移
行
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
移
行
が
社
会
科
学
的
に
操
作
可
能
な
新
た
な
概
念
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
疑
間
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
之
内
の
所
説
が
市
民
社
会
派
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
一
方
の
前
提
で
あ
る

「
隠
さ
れ
た
ヴ

ェ
ー
バ
Ｅ
ヽ

及
び
、

近
代
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
一
面
を
突
き
詰
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。



（
１
）

山
之
内
靖

『社
会
科
学
の
方
法
と
人
間
学
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
、
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
２
）

山
之
内
、
同
書
、
四

一
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

山
之
内
、
同
書
、
三

一
三
ペ
ー
ジ
。

（４
）

山
之
内
靖

『現
代
社
会
の
歴
史
的
位
相
』
日
本
評
論
社
、

一
九
八
二
年
、
一
〓
一七
ベ
ー
ジ
。

（
５
）

山
之
内
靖

『社
会
科
学
の
現
在
』
未
来
社
、　
一
九
八
七
年
、
三
〇
ペ
ー
ジ
。

（
６
）

山
之
内
、
同
書
、
三

一
ベ
ー
ジ
。

（
７
）

マ
ル
ク
ス
の
理
論
構
成
に
は
前
提
と
し
て
の
ヴ

ェ
ー
バ
ー
の
エ
ー
ト
ス
論
が
あ
る
、
つ
ま
り
、
資
本
家
の
み
な
ら
ず
、
労
働
者
に
お
け
る
近
代
的
生

産
力
的
人
間
類
型

（資
本
家
に
つ
い
て
は
利
潤
獲
得
を
規
定
的
動
機
と
し
、
労
働
者
に
つ
い
て
は
高
度
の
労
働
義
務
を
も

つ
人
間
類
型
）
が
前
提
さ
れ

て
初
め
て
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
構
成
が
可
能
で
あ

っ
た
と
す
る
内
口
芳
明
の
所
説
が
あ
る
。
「
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
の
痛
烈
な
逆
説
は
、
マ
ル
ク
ス
の
共

産
主
義
社
会
象
の
根
底
に
あ
る
人
間
観
が
、
禁
欲
的
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
み
が
世
界
史
上
は
じ
め
て
鮮
明
な
形
で
歴

史
の
前
面
に
押
し
出
し

た
あ
の
労
働
エ
ー
ト
ス
と
し
て
の
禁
欲
的
人
間
類
型

（
エ
ー
ト
ス
）
を
前
提
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
（内
田
芳
明
、
前
掲
書
、
二
九
～

四
〇
ペ
ー
ジ
）

（
８
）

内
田
芳
明
は
山
之
内
靖
に
よ
る
ヴ

ュ
ー
バ
ー
理
解
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
内
日
芳
明
、
『
ヴ

ェ
ー
バ
ー
受
容
と
文
化
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
』
、
一
一六
〇
～

二
六

一
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

第
六
節

総

　

括

以
上
の
考
察
か
ら
、
市
民
社
会
派
思
想
の
も
つ
意
義
と
限
界
を
論
じ
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
受
容
の
初
期
に
当
た
っ
て
、
特
殊

「
日
本
型
」
資
本
主
義
と
い
う
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
か
ら
、
初
期

「講
座
派
」
マ
ル

ク
ス
主
義
経
済
学
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
な
問
題
意
識
を
も
っ
て

（段
階
論
的
把
握
に
対
抗
す
る
類
型
論
的
把
握
、
近
代
的
経
済
的
制
度

と
前
近
代
的
諸
要
素
の
措
抗
関
係
）、
わ
が
国
に
お
け
る
市
民
社
会
派
思
想
の
端
緒
が
形
成
さ
れ
た
。

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

五
九
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六
〇

近
代
的
経
済
制
度
＝
西
欧
的
資
本
主
義
と
前
近
代
的
日
本
型
資
本
主
義
と
い
う

「講
座
派
」
理
論
の
も
つ
枠
組
み
は
、
経
済
と
そ
れ
を
支
え

る
人
間
類
型
と
い
う
観
点
の
も
と
で
、
西
欧
的
合
理
的
資
本
主
義
と
日
本
的
非
合
理
的
資
本
主
義
と
、
西
欧
的
合
理
的
労
働
エ
ー
ト
ス
と
日
本

型
資
本
主
義
に
お
け
る
、
同
エ
ー
ト
ス
の
不
在
、
更
に
は
、
経
済
的
生
産
力
と
文
化
的

・
精
神
的
・
道
徳
的
生
摩
刀
と
Ω
閣
摯
と
い
う
形
を
取
っ

て
、
「生
産
力
の
理
論
」
に
お
い
て
意
識
さ
れ
た
。

次
に
、
西
欧
的
合
理
的
資
本
主
義
と
そ
れ
を
支
え
る
人
間
類
型

（＝
市
民
社
会
エ
ー
ト
ス
）
の
問
題
は
、
市
民
社
会
派
理
論
に
お
い
て
、
近

代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
を
価
値
規
範
と
す
る
政
治

・
道
徳

・
経
済
の
総
体
で
あ
る

「市
民
社
会
」
概
念
に
結
実
し
、
来
た
る
べ
き
社
会
主
・義
に

お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
、
「内
実
」
と
し
て
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
、
市
民
社
会
派
思
想
は
、
正
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の

「経
済
主
義
」
（文
化
的
価
値
理
念
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
過
ぎ
な
い
と
す

る
）
に
比
べ
て
、
或
る
国
の
経
済
構
造
に
規
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
価
値
理
念
＝
「文
化
価
値
」
の
関
係
の
分
析
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
、
「市
民
社
会
」
と
い
う
経
済
的
下
部
構
造
と
倫
理
的
下
部
構
造
と
い
う
二
重
二
層
の

「
土
台
」
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
枠
組
み
を
超
え
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
資
本
主
義
的
制
度
諸
形
態
は
決
し
て
、
西
欧
的
な
市
民
社
会
的
価
値

理
念
を
生
み
出
し
て
は
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
資
本
主
義
的
経
済
諸
制
度
と
そ
の

「精
神
」
と
の
鋭
い

「緊
張
関
係
」
、
「対
抗
関
係
」
が
こ

う
し
た
理
論
の
生
み
出
さ
れ
る
母
胎
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
こ
う
し
た
市
民
社
会
派
思
想
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
前
提
的
立
場
と
そ
の
帰
結

（＝
社
会
主
義
に
お
け
る
市
民
社
会
理
念
の
実
現
と
い
う
主
張
）

は
、
近
代
資
本
主
義
の
精
神
的
母
胎
で
あ
る
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
論
的
人
間
を
社
会
主
義
に
お
い
て
実
現
す
る
と
い
う
矛
盾
に
陥
っ
て
い

る
、
つ
ま
り
、
西
欧
的
近
代
資
本
主
義
は

「根
底
的
に
非
合
理
な
要
素
」
を
も
つ
労
働
エ
ー
ト
ス
に
支
，各
ら
れ
て
初
め
て
成
立
し
た
の
に
、
社

会
主
義
に
お
い
て
、
改
め
て
そ
の
実
現
を
図
る
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

（批
判
的
市
民
社
会
派
。
大
塚
久
雄

を
始
祖
と
し
て
、
内
田
芳
明
、
山
之
内
靖
が
発
展
さ
せ
た
）。



つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
い
う
問
題
視
点
を
共
有
し
な
が
ら

（
「講
座
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
）
も
、
内
田
義
彦
―
平
田
清

明
の
市
民
社
会
理
念
の
社
会
主
義
に
お
け
る
実
現

（市
民
社
会
派
）
と
、
大
塚
久
雄
１
山
之
内
靖
の
市
民
社
会
理
念
の
社
会
主
義
に
お
け
る
実

現
の
矛
盾
を
説
く
路
線

（批
判
的
市
民
社
会
派
）
の
二
系
統
に
分
裂
し
た
。

つ
ま
り
、
同
派
は
そ
の
前
提
す
る
価
値
理
念
の
そ
の
あ
ま
り
に

「西
欧
市
民
社
会
的
」
性
格
そ
の
も
の
を
自
覚
的
に
批
判
す
る
こ
と
が
で
き

ず

（西
欧
対
日
本
の
枠
組
み
に
捕
ら
わ
れ
す
ぎ
た
た
め
に
）、
西
欧
市
民
社
会
的
価
値
理
念
の
も
つ
問
題
性

（
こ
の
価
値
理
念
の
根
底
に
あ
る

非
合
理
性
）
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
派
に
お
い
て
は
経
済
と
価
値
理
念
の
問
題
を
理
論
的
枠
組
み
の
中
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
論
理
的
帰
結
に
お
い
て
、
経
済
を
主
導
す
る
新
た
な
価
値
理
念
の
形
成
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
の
批
判
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

市
民
社
会
派
の
意
義
は
そ
の
構
造
論
的
―
類
型
論
的
認
識
、
及
び
、
価
値
関
係
論
的
認
識

（
エ
ー
ト
ス
論
と
、
経
済
と
そ
の
他
の
文
化
価
値

と
の
関
わ
り
）
を
マ
ル
ク
ス
主
義
に
持
ち
込
ん
だ
点
に
あ
る
。
市
民
社
会
派
は

「市
民
社
会
」
と
い
う
方
法
概
念
に
よ
り
市
民
社
会
的
基
同
性
―

公
共
性
に
お
け
る
経
済
と
そ
れ
を
主
導
す
る
文
化
価
値
の
関
係
を
問
う
と
い
う
方
法
的
態
度
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
限
界
も
ま
た
同

派
の
あ
ま
り
に
西
欧
的

「市
民
社
会
」
概
念
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
派
の
提
出
し
え
た
最
高
の
市
民
社
会
的
理
念
＝
労
働
と
所
有
の
同

一
性

に
基
づ
く

「自
由

・
平
等

・
個
体
的
所
有
」
が
そ
も
そ
も
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
の
基
底
層
で
あ
る
と
の
批
判
は

一
定
の
有
効
性
を
持
ち
得
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
近
代
的
生
産
カ
エ
ー
ト
ス
に
か
わ
る
新
し
い
エ
ー
ト
ス
、
例
え
ば
、
消
費
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
、
を
提

示
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
市
民
社
会
派
思
想
の
西
欧
市
民
社
会
的
価
値
理
念
を
継
承
す
る
か
、
或
い
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
市
民

社
会
的
価
値
理
念
を
提
出
す
る
か
、
が
問
わ
れ
る
べ
き
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

以
上
が
、
市
民
社
会
派
思
想
の
も
つ
理
論
的
射
種
と
そ
の
限
界
で
あ
る
。

市
民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）
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一
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一

（
１
）

我
々
は
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る

「市
民
社
会
」
、
或
い
は
、
市
民
社
会
的
共
同
性
＝
公
共
性
の
概
念
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
果
た
し
た
い
。

「市
民
的
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
、
ハ
バ
ー
マ
ス

『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
未
来
社
、　
一
九
八
五
年
、
第
四
章

「市
民
的
公
共
性
」
、
横
田
栄

一
『
市
民

公
共
性
の
理
念
』
青
弓
社
、
一
九
八
六
年
、
を
参
照
。
更
に
、
ワｔ
の
問
題
に
関
し
て
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る

「
社

会
的
な
も
の

（“
”
り
∽
ｏ
ＮＦ
ＨＯ
ど

の
概
念

（大
江
秦

一
郎

『
ロ
シ
ア
・
社
会
主
義
・
法
文
化
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。

（
２
）

「市．
民．
社．
会。
は
私
的
利
害
の
総
体

（欲
望
の
体
系
）
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
社．
会。
的．
共．
同。
的。
公．
共．
的．
な．
工。
ぃ
メ．
ン．
卜．
を．
内‐。
包。
，
る．
」
（平
田
、
山
田
、

八
木
編
、
前
掲
書
、
九
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
平
田
の
言
葉
は
今
後
の
市
民
社
会
派
の
展
開
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に
。
今
後
の
課
題
。

近
年
の
ソ
ビ
エ
ト
、
東
欧
に
お
け
る

「社
会
主
義
」
体
制
の
崩
壊
が
原
因
が
何
で
あ
る
に
せ
よ
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
社
会
主
義
経
済
体

制
は
決
し
て
、
社
会
主
義
の

「精
神
」
を
生
み
だ
し
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
社
会
主
義
体
制
崩
壊
の
原
因
の
一
つ
に
、
ソ
ビ
エ
ト
、

東
欧
が
近
代
的
資
本
主
義
の
洗
礼
を
受
け
ず
に
社
会
主
義
化
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
、
ソ
ビ
エ
ト
、
東
欧
の
社
会
主
義
の

特
殊
歴
史
性
に
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
初
期

「講
座
派
」
マ
ル
ク
ス
主
義
と
同

‐じ
類
型
論
的
把
握
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
も

し
、
社
会
主
義
体
制
が
典
型
的
、
理
念
的
社
会
主
義
体
制
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
体
制
が
そ
れ
に
照
応
し
た

「精
神
」
を
何
故
に
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
々
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
呪
縛
の
中
に
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
提

起
し
た
類
型
論
的
把
握
―
‐
―
「普
遍
的
な
、
と
言
っ
て
そ
の
た
め
に
個
性
的
な
姿
を
失
わ
な
い
連
関
」
の
因
果
論
的
考
察
、
及
び
、
価
値
関
係
論

的
考
察
、
つ
ま
り
、
実
在
と
価
値
理
念
の
関
係
性
に
関
す
る
考
察
、
以
上
要
す
る
に
、
「文
化
的
実
在
を
そ
の
文
化
意
義
、
及
び
、
因
果
連
関

に
お
い
て
考
察
す
る
と
い
う
…
社
会
経
済
的
認
識
」
の
も
つ
理
論
的
射
程
の
内
に
我
々
は
あ
る
。
市
民
社
会
派
の
思
想
は
日
本
と
い
う

「後
進



的
資
本
主
義
」
の
申
で
生
ま
れ
た
た
め
に
か
え
っ
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
理
論
の
受
容
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
先
進
資
本
主
義
」

で
の
ヴ
ュ
ー
バ
ー
受
容
は
ロ
ビ
ン
ズ
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
在
と

価
値
理
念
の
関
係
は
、
前
提
と
な
る
価
値
理
念
を
既
に
時
代
的
、
社
会
的
、
構
造
的
に
内
包
し
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
関
係
の
鋭
い
緊
張
関
係

を
問
う
こ
と
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
。
理
論
形
成
の
初
発
か
ら
こ
の
緊
張
関
係
を
意
識
し
た
点
に
市
民
社
会
派
理
論
の
卓
越
さ
が
有
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
の
理
論
的
有
効
性
が
問
わ
れ
、
ま
た
、
近
代
経
済
学
の
内
部
で
も
近
代
経
済
学
理
論
構
成
の
前
提
条

件
と
な
る

「効
率
性
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
現
在
、
市
民
社
会
派
は
既
に
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
次
の
問
題
は
こ
の
枠
組
み
を
い
か
に
発
展
さ
せ
、
具
体
化
さ
せ
る
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
を
果
た
す
の
は
誰
か
。
我
々
に
与
え
ら
れ
た

課
題
で
あ
る
。市

民
社
会
派
思
想
の
遺
産

（下
）

エハ
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